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土木の日体験活動を行いました！

毎年、１１月１８日を「土木の日」として、各地でＰＲイベント
を開催しています。西臼杵地区では、１１月１７日（金）に、押方
小学校の全児童を対象に「土木の日」体験活動を実施しました。

活動に参加した児童の皆さんは、レンガと砂を使った橋造りや重
機の試乗、測量機器による距離の計測体験をしました。今回の体験
活動に参加した児童の皆さんの中から、将来の建設産業を担う人材
が出てくることを期待しています。

１２月１５日（金）に、日本最南端の天然雪スキー場「五ヶ
瀬ハイランドスキー場」の２０１８シーズンがオープンします。

今年度は、初心者用のムービングベルトを新しく設けて、初
めてスキーを滑る方にやさしい、なだらかな勾配のコースが新
設されます。

昨年は来場者が３万人を突破するなど、多くの人が五ヶ瀬ハ
イランドスキー場でスキーやスノーボードを楽しみました。

１２月１５日のオープン以降、五ヶ瀬の雪を堪能しに、ス
キー場においで下さい！

「うるおいある川づくりコンペ（九州大会）」で
神代川が優秀賞を受賞しました！

１０月２５日（水）、２６日（木）に大分県にて「うるおいのある
川づくりコンペ（九州大会）が開催されました。このコンペは、九州
各地の川づくりの優良事例を集めて発表を行い、より良い川づくりを
目指すことを目的に行われるものです。

「神代川かわまちづくり」は宮崎県代表として、詳細設計・施工部
門に出場しました。その結果、優秀賞（部門賞）を受賞し、１２月に
開催される全国大会へ出場することになりました。この機会を活かし
神代川のかわまちづくりを日本中にアピールします。

１２／１５ OPEN

五ヶ瀬ハイランドスキー場
２０１８シーズンが始まります

△神代川かわまちづくり担当の
南﨑技師（上段の左から２番目）



西臼杵地域フードビジネス講習会を開催

１０月３１日（火）に、フードビジネスの振興を図るため、
西臼杵地域フードビジネスネットワーク会議主催の「フードビ
ジネス講習会」が開かれました。

みやざきフードビジネスアカデミー講師の久積正道氏から、
「商品の付加価値創出」をテーマに高くても売れる販売ポイン
トや、ほかの商品と差別化を図るための事例が紹介されたほか、
新商品の開発コンセプト、商品流通の構造及びマーケティング
戦略など参加者にとって充実した内容の講演となりました。

講師からは「世界農業遺産の認定地域で作られた米」「神話
の里のミネラルウォーター」など、西臼杵地域ならではのネー
ムバリューを利用した商品開発など具体的なアドバイスも行わ
れました。

高千穂郷にある手仕事を探す【シリーズ第１回】

麻や苧麻（ちょま）の繊維を糸に績（う）む技術をもつ方が
五ヶ瀬にいると聞いて、五ヶ瀬町大石地区を訪ねました。

昔は麻や苧麻は西臼杵の至る所で栽培されており、その繊維は
日常着や神楽の衣装などに利用されていました。吉村フユノさん
（98歳）と岩本ヤスコさん（88歳）に話を伺うと、小さい頃に
母親達が繊維で糸を績むのを見て、技術を習得したそうです。

硬くて絡みにくい麻などの繊維を、細い糸に績んでいくには熟
練の技術が必要ですが、吉村さんたちは一本一本しなやかな細い
糸を績み出していました。糸績みは麦踏みの合間や夜なべ仕事と
して行っており、ばんば踊りや炭焼き小五郎などの口説唄といっ
た長く歌える歌を口ずさみながらの作業だったそうです。

できた糸は売って生計の一助としたり、自家用として使ったり
していたとのことで、昔を振り返りながら話をしていただきまし
た。次回も、西臼杵管内の手仕事を紹介する予定です！

△西臼杵地域のフードビジネス振興
についてアドバイスがありました！

ユネスコエコパークの登録記念フェスタを開催

１１月３日（金）に、高千穂町の旧五ヶ所小学校にて、
「ユネスコエコパーク登録記念フェスタin高千穂」が行われ
ました。

当日は、三秀台でウェストン祭が行われた後、郡司副知事
をはじめ、関係市町の首長のほか、地域に住んでいる住民の
皆さんなど約５００人が集まり、ユネスコエコパークへの登
録を祝いました。

ステージイベントでは、地元神楽の奉納や高千穂町出身の
トランペット奏者である長友誠さんらによる演奏や、ヒムカ
イザーがショーを行い、会場を盛り上げました。

今回のユネスコエコパークへの登録を契機に、世界ブラン
ドを生かした地域の取組が盛んになることが期待されます。

△日之影町のゆずチキ

△五ヶ瀬町のＳｗｅｅｔｓ

△エコパークの認定を喜ぶ
郡司副知事と各市町の首長

△楽しそうに糸を績んでいました！



五ヶ瀬町女性農業者サポート協議会の研修会

10月17日（火）と11月7日（火）の２日間で、五ヶ瀬町
で農業を営んでいる女性を対象に、五ヶ瀬町女性農業者サ
ポート協議会が、研修会を開催しました。

１回目は、普及センターから草刈機を使う際の農作業安全
について説明を行ったほか、農作業で疲れた体をほぐすヨガ
の体験や日本茶インストラクターによる美味しいお茶の入れ
方を参加者で学びました。

２回目は、五ヶ瀬町ＳＡＰ会議会員が育てたこんにゃく芋
を使った、こんにゃく作り体験を実施しました。参加者から
は、「農業の知識が深まった」「暮らしに役立つ知識が得ら
れた」といった声が聞かれ、有意義な研修会となりました。 △普及センターによる研修の様子

障がい者アート体験教室を行いました！

１１月から１２月に障がい者アート体験講座が行われました。
西臼杵地域障がい者自立支援協議会が主催するもので、県の障が
い者アートでハートビート事業を活用し、初めて開催されました。

黒木彩講師（高千穂町）の指導のもと、障がい福祉事業所職員
向けに１回、障がい者向けに４回の計５回開催されました。紅葉
や神楽の映像や写真を見た後に、自分の好きな景色をイメージし
ながらアクリル絵の具で絵を描きました。

参加した方々からは「事業所のレクレーションでアートを取り
入れてみたい」「自由に描くことができてよかった」といった感
想がありました。

日之影町で福祉まつりが開催されました！

１１月１９日（日）に日之影町福祉まつりが行われました。
当日は、西臼杵地域障がい者自立支援協議会による高千穂焼作

業所（高千穂町岩戸）のらくがん制作体験とフラワーパークのぞ
み工房（日之影町八戸）の花の鉢植え体験コーナーが設けられ、
それぞれ約３０名の方がコーナーを訪れました。

訪れた方々からは「事業所の仕事が分かってよかった」との声
が聞かれ、障がい福祉事業所について知ってもらう良い機会とな
りました。

宮崎県社会福祉協議会の大会が行われました！

11月8日（水）に宮崎市で開催された宮崎県社会福祉大会で、
多年にわたり社会福祉活動の発展に功労のあった方々が表彰を受け
られました。

西臼杵からは工藤チヨ子さん、興梠恭子さん、興梠貞子さん、
戸髙千穗美さん、興梠洋子さん、後藤由美子さんの６名の方が知事
表彰を受けられました。

表彰を受けられた皆様、本当におめでとうございました！

△らくがんの制作体験

△県社会福祉大会の様子

△素敵な作品ができました！



鳥インフルエンザ防疫研修がありました

１１月１７日（金）に、北部農業共済組合西臼杵センターにおい
て鳥インフルエンザの発生に備えた「鳥インフルエンザ防疫研修
会」を開催しました。

研修会には、西臼杵地域の町や県の関係者のほか、熊本県から高
森町と山都町の防疫担当者も参加し、鳥インフルエンザが発生した
際の防疫手順等の確認、防護服の着脱訓練などの研修に取り組みま
した。

昨年、宮崎県では鳥インフルエンザが発生しました。渡り鳥の増
えるこれからの時期、養鶏農家や関係機関が一丸となって、鳥イン
フルエンザを発生させないように予防対策にも取り組んでいきます。

第６０回宮崎県畜産共進会が開催されました！

◎お問い合わせ先

宮崎県 西臼杵支庁 総務課 TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760

Facebookページ 「ウキウキ！好き好き！ニシウスキ！」更新中！

【旬感コラム】五ヶ瀬の赤谷商店街にある本屋さん

１０月２４日（火）に、都城市の(株)ミヤチク高崎工場にお
いて「第６０回宮崎県畜産共進会」が開催されました。肉牛枝
肉の部で、高千穂町の佐藤盛志さんの「国原１３８」号が見事
優秀賞２席を獲得しました。サシの入り具合を示すBMSは最高
ランクの評価でした。

１１月６日（月）には、レストラン「和（なごみ）」にて祝
勝会が開催されました。今回の成績に、管内の他の肥育牛農家
も刺激を受けており、今後の全共出品への取組と、西臼杵地域
の躍進が期待されます。

△防護服の着脱訓練

△共進会で惜しくも代表を逃した
佐藤盛志さんの「百点満点」号

平成２９年４月、本屋のない五ヶ瀬町の赤谷商店街に「志学
館」がオープンしました。オーナーの小笠原将太郎さんは福岡
県北九州市出身で、Ｉターン先に自然豊かな五ヶ瀬町を選び、
現在地域の憩いの場として愛される本屋を営んでいます。

店内には、雑誌や小説、漫画等のほかに、子供に人気の駄菓
子、便利な文房具などが並び、併設のカフェスペースでは、こ
だわりの妙見神水を使ったコーヒーや、福岡から取り寄せる
ケーキを食べることができ、地元の中学生や地域住民が休憩に
訪れるオープンスペースとして、活用されています。

地域の人を大切に思う小笠原さんは、
五ヶ瀬に住む女性の元気の良さに驚いた
と話します。少子高齢化の進む五ヶ瀬町
で、放課後に家族の迎えを待つ子どもが
気軽に訪れる今の環境を続け、五ヶ瀬を
好きになる子供を増やしたいと心から
願っています。お客さん一人一人に笑顔
で親切に接する姿は、今後も地域に愛さ
れる書店として期待されています！

△志学館を営む小笠原さん


